
日赤名古屋支部・
日赤奉仕団の協力で、

避難所体験をしまし
た。例えば、寒さを
防ぐブランケ、ソトガ

ウン・ホ、ソトタオル・

ふろしきリュ、ソクな

DIG（災害図上訓練）

地園上で、自分の家の周りの公

園、河川、金宍道等をカラーシール

で表示して、災害時の危険場所や
どを作りました。　　避難場所をみんなで見つけました。

まるで外国に来たみたい

藤里国際ルームで、地域の人たちがペルー、ブラジル、

中国、ミャンマー、フィリピン、パキスタン、モンゴル

それぞれのコーナーでおしゃべりを楽しみました。



月曜教室（老人福祉センター19：00～21：00）

日曜教室（宮田学供13：00～15：00）

◇受講者メ、ソセージ（ベトナムからの研修生）

日曜日、ここに来ると友達に会えるので楽しみです。

日本語の先生はボランティアで教えてくれます。とても良く

分かります。でも時間がもっとほしいです。日本人と話が出来る

ように会話の時間がもっとあるといいなと思います。おやつタイムが楽しみです。
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5工両市国際交流協会の設立20周年にあわせ、

ブルキナファソから子ども連の絵が初めて送られ

てきました。毎年、江南市の子ども達の絵と学用

品を送っているバ二幸デイ学校（小中学校）の子ど

も達の色鉛筆画70点余りです。ランドセルを背

負った絵が多く、私たちが送った物が有効に使わ

れているのがわかり感激しました。

毎年3月ごろに、新品ではないがまだ十分使え

る学用品（鉛筆、ノートなど）を送っています。皆

さんのお手元にある学用品を江南市国際交流協会

に寄贈願えれば幸いです。

送ったランドセルの絵　　ブルキナファソの祭り衣装



健康フェスティバルで上演 ベトナムの紙芝居

「子どものころ、父母が

話してくれた昔話」を母国

のことばと日本語と英語で

紙芝居にしています。

モンゴル・ベトナム・バ

ングラデシュの紙芝居を園

バングラデシュの紙芝居

モンゴルの紙芝居

書館やサロン・イベント会場などで上演しています。「う

さぎとやぎ」は湊部屋の逸ノ城関が「モンゴルのことを多く

の人に伝えたい」と監修してくれました。

ブーンバンビンさん
（ベトナム）

①人が多くて、親切です。田
本の建築はとてもきれいで
す。町も広くて、安全です。
暮らしは活気があり気楽で
す。

②彫刻、絵を描くこと、テニ
ス、バレーボール

③日本人と話せるように、日
本語をよく勉強したり漢字
も‥・。毎週月曜日に勉強し
て皆さんと沢山話せて、本
当tr面白（．1です（

高　飛さん
（中国）

（D空気がきれいで、人が皆温
かい。道路がたくさん入り
くんでいて驚きました。活
動できる公園や施設が充実
しています。

（∋料理、旅行

③ふくらでの日本語の勉強は、
とても楽しいです。色々な
ことを教えてもらいました。
生活面でも助けてもらって
います。恵子もお世話にな
17‾います〈

①江南市の印象

②趣味・特技　③コメント

スエツペネピアンカさん
（ブラジル）

②ハンドボール

③成人式を迎えました。
大人への階段を一段登り自
分の行動や発言も一つ一つ

慎重に考えるようになりま
した。物事に対する責任へ
の意識も高まりました。
これからは、ここまで育て
てくれた両親に恩返しが出
来るよう、また私を見守っ
てくれた皆さんに貢献出来
るような人になりたいと恩



江南市国際交流協会（KSl）では、回際交流、多文
化共生に関心のある方のご入会をお待ちしてお
ります。

●入会資格

本協会の趣旨にご賛同いただける個人・法人・
団体（市外の方も可）

●賛助会費（年額）※1口以上何口でも可

●申込方法
直接、協会事務局へお越しいただくか、電話で
お問い合わせください。国籍は問いません。

学

にはんご 13：00～14：00

江南市の外国人住民数（2016年1月未配）
合計（人） �男（人） �女（人） 
1，508 �625 �883 

江南市の人口：101，060人　うち国籍別人数：妻
ブラジル335人、フィリピン333人、中国323人

韓国卜朝鮮190人、ペルー84人など　36カ国

－こき－∫＃♯・一一棄 ���� 

＿‾‾≡≡織芽羅－ �� �国際交流協会のホームページ 
妻鮭嘉撞き∫‾‾盗毒ミニ‾ご‾‾≡‾－＿：－ 

……－‾‾ご－‾■；一棄撥3‾‾‾■‾芯湖一葉ーニー‾緑‾一一‾≡‾琵 �両市赤量子呵大堀 �� �堂照準・照≡＿一三，－＿≡≡…　http：／／www．konan・ksl．COm／ 　　　‾江南市国際交流協会l潔 

一一一一一窪・一一 � � 

－ ���革 �☆ふくらの家のブログも掲載しそいま吾。 

ふくらの家での活動
ふくらの家は、子ども塾をはじめ、小・中学生への国

際理解講座、在住外国人の生活相談、市民への外国
語講座など在住外国人と市民とのふれあいの場とし
て活用されています。ぜひお立ち寄りください。

（5工両市古知野町古漬142－2　電話0587－56－7390
Eメールfukura＠feel．ocn．ne．ip）


